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反復記号・略記号とは？
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反復記号・略記号とは、楽曲内の繰り返しや、同じ記号の表記を省略して表す言

葉や記号のこと。例えば、同じ楽曲でもリピート記号を用いることで以下のように

省略して記譜できる。

この内容は一緒 この部分は違う■リピート記号なし

■リピート記号あり



反復記号
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反復記号は、小節単位での繰り返しを省略して表す記号です。

• リピート

• １番かっこ、２番かっこ

• ダ・カーポ

• ダル・セーニョ

• フィーネ

• コーダ（ヴィーデ）
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リピート
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繰り返し回数に指定がある場
合の表記

リピート記号で囲まれた小節を、２回演奏することを指示する記号。３回以上繰り

返す場合は「x３」や「３ times」など、繰り返す回数が追加されて表記される。

繰り返し回数に指定が
ある場合の表記
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１番かっこ、２番かっこ
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リピート記号と併せて使われる記号で、リピートの終わり部分が異なる場合に使
われる。また３番かっこなどの。３以上の数字が使われる場合は、必然的にリピー
ト記号での反復が２回よりも多くなること指す。
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ダ・カーポ
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ダ・カーポ記号（D.C.）まで到達したら、最初の小節に戻って演奏することを指示す
る記号。
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ダル・セーニョ
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ダル・セーニョ記号（D.S.）まで到達したら、セーニョ記号に戻って演奏することを指
示する記号。

←セーニョ記号←セーニョ記号
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フィーネ
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ダ・カーポや、ダル・セーニョで戻った後に、フィーネ記号（Fine）の位置で終止する
ことを指示する記号。まれに、小節線の上にフェルマータ記号で表される場合もあ
る。
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コーダ（ヴィーデ）
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ダ・カーポ、ダル・セーニョで戻った後に、コーダ記号から、もう１つのコーダ記号に

ジャンプし、そこから演奏することを指示する記号。譜面の最初に出てくるコーダ

を「トゥ・コーダ」もう１つのコーダを単に「コーダ」と呼ぶことが多い。（別名「ヴィー

デ記号とも呼ばれる。）

←トゥ・コーダ

←コーダ

←トゥ・コーダ

←コーダ



反復記号の併用①
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譜例 ①
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A B C D

A → B → A → B → C → D → A
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A B C D F G

譜例 ②
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A → B → A → C → D → F → G → F



反復記号の併用③
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譜例 ③
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A B C

D F G

A → B → C → A → D → F → G



略記号
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音符や拍単位での繰り返しや、五線をはみ出るような音高や

繰り返す音列、奏法を省略して表すための記号です。

• オッターヴァ・アルタ＆クインディチェジマ・アルタ

• オッターヴァ・バッサ＆クインディチェジマ・バッサ

• シミレ

• 小節のシミレ

• 拍のシミレ
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オッターヴァ・アルタ＆クインディチェジマ・アルタ
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オッターヴァ・アルタ クインディチェジマ・アルタ

指定された範囲を、記載された音高よりも上のオクターブで演奏することを指示す

る記号。「8va」と表記されるものをオッターヴァ・アルタと呼び、１オクターブ上で演
奏、「15ma」と表記されるものをクインディチェジマ・アルタと呼び、こちらは２オク
ターブ上で演奏する。
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オッターヴァ・バッサ＆クインディチェジマ・バッサ

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO

オッターヴァ・バッサ クインディチェジマ・バッサ

指定された範囲を、記載された音高よりも下のオクターブで演奏することを指示す

る記号。「8vb」と表記されるものをオッターヴァ・バッサと呼び、１オクターブ下で演
奏、「15mb」と表記されるものをクインディチェジマ・バッサと呼び、こちらは２オク
ターブ下で演奏する。
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シミレ
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直前の小節と、同じアーティキュレーションや音列を以降の小節にも適応して演奏

することを指示する記号。音列のうち、１音だけが変化するが、音価やアーティ

キュレーションは変化しない場合などに用いられる。シミレは「同様に」という意味

があり、「Sim.」とさらに省略されて表記されることもある。
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小節のシミレ
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１小節繰り返し

２小節繰り返し

直前の小節と、全く同じ音列を繰り返して演奏することを指示する記号。文字の表

記と違い、音列やアーティキュレーションに全てにおいて変化が無い場合にこの

ような表記になる。直前の何小節を繰り返すのかによって「／」の本数が変わる。
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拍のシミレ
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「／」が表記される直前の拍と、全く同じ音列を繰り返しして演奏することを指示す

る記号。小節のシミレと意味はほとんど変わらず、範囲が小節単位か、拍単位か

の違い。


